
ボウリング

ねらい：同じ地域で生活する同世代の児童と自己紹介やボウリングなどの活動を通し、楽しい雰囲気の中
で互いを知り合う。

児　童：本校児童　　交流小学校児童
場　所：本校プレイルーム

＜特別支援学校の児童＞
・交流前に授業で取り組んでいたこともあり、なかよしボウリングのルールを理解して楽しくプレイできた。
・交流校の友達が来ることをとても楽しみにしており、「こんにちは」と積極的に挨拶したりペアの交流
校児童と手をつないだりと笑顔も交えながら活動できた。

＜交流校の児童＞
・事前に小学校での出前授業の成果もあり、本校児童に優しく言葉を掛けたりそっと手を添えたりするな
ど、積極的に関わろうとする児童が多かった。

・初めて行うなかよしボウリングのルールに、少し戸惑う場面も見られたが、何回か行ううちにゲームに
馴れてきた。本校児童が積極的にボールを転がしてピンを派手に倒す様子を見て、一緒に盛り上がるこ
とができた。

・ゲームが進むと「次はあのピンを倒すぞ」「○○さんはすごいね」などの様々な感想の言葉が聞かれた。

内容：本校児童と交流校児童が、プレイルームに集合し、本校児童が大好きなゲーム「なかよしボウリン
グ」を中心とした交流を行う。

１　はじまりの会・自己紹介（チームごとに輪になる。名前の名札を着用）
２　なかよしボウリング
　　本校児童と交流校児童が２人一組でペアになる。
　　「せーの」でそれぞれ同じボウリングのピンに向かってボールを転がす。
　　本校児童が作成した音が鳴るピン、大型ピンを使用する。

チームごとにまとまって座り、友達のプレイを応援し合う。
３　MVP発表。　チーム代表児童、感想発表。

ボウリングは、誰でも簡単な動作でプレイでき、ルールの柔軟性が高い。本校児童が理解しやすいよう
にルールを設定し、「なかよしボウリング」として行い、交流校児童も大いに盛り上がることができた。ルー
ルの単純化と、視覚的に分かりやすい場の構造化によって、初めてプレイする交流校児童も戸惑うことな
く取り組めた。
また、互いに観戦し合うことを通して、交流校児童と本校児童が会話をしたりハイタッチで喜び合った

りする場面もつくることができた。

交流の概要

交流での児童・生徒の感想、様子

交流における活動や取組の工夫

障害者スポーツを取り入れた交流活動の成果
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交流の展開例

○はじまりの会
　　お出迎え係の児童が、交流校児童に校内
を案内し、教員が同行して支援する。

　　交流担当の教員が進行する中、はじまり
の挨拶は本校児童が行ったり、プログラム
を模造紙で示したりすることで、見通しを
もって本校児童が参加できるようにする。

○自己紹介・ダンス
　　本校では生活単元学習や音楽で取り組
み、交流校ではコーディネーターの出前授
業で取り組んだダンス「♪よろしくね」を
自己紹介の際に踊る。

　　教員がピアノ伴奏をすることで、児童の
様子を見ながらテンポの調整を行う。

○チーム分け
　　児童の実態や、男女比なども考慮しなが
ら本校児童と交流校児童が２人１組でチー
ムを組めるようにして、適宜、教員が仲立
ちとなって支援する。

○なかよしボウリングのルール
　　視覚的に分かりやすいように場を設定す
るとともに、笛やCDを使用して活動の区
切りに合図とすることで児童にとって「分
かって楽しい」と思えるようにする。ルー
ル表を見やすい位置に貼っておき、いつで
も確認できるようにしておく。

○まとめの会
　　達成感を得やすいやすいように、代表児
童が交流担当教員からハナマルシールをも
らってチーム表に貼る。チーム内で互いに
ハイタッチするなど、一体感が感じられる
ような活動時間を設定する。

　　思い出が形として残るように、プレゼン
ト交換を行う。

児童・生徒の活動 教員の支援及び配慮事項

①　はじまりの会

②　自己紹介・ダンス

③　ルール説明
　　１　ボールを持つ
　　２　投げる
　　３　ピンを直す

　　ありがとうの気持ちを込めて、
　　しおりをプレゼント
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ダンス
 

	　

 

 

ねらい：ダンス交流をとおして、互いを知り合い理解を深める。
生　徒：本校生徒、都立高等学校生徒
場　所：体育館

　交流校の生徒と一緒に踊って、最後は2校の生徒が混成の２グループに分かれて発表会をして、友達のダ
ンスを鑑賞した。

＜特別支援学校の児童・生徒＞
　最初は交流校の生徒のダンスのレベルの高さに驚くばかりであった。交流校の生徒のダンスを手本に
踊ったり、教えてもらったりして、徐々に一緒に踊ることができてきた。

＜交流校の児童・生徒＞
　積極的に特別支援学校の生徒にダンスを教えてくれる生徒が多かった。ダンスを通じて、笑顔で交流し
ている場面が多くみられた。

内容：都立高等学校の生徒と一緒にダンスをして交流を行う。
１　始まりの挨拶　ミーティング
２　合同練習
　　生徒同士で教え合う時間を十分に取るようにした。これ
　　により、互いの意見を出し合うことができ、ダンスも完
　　成できた。
３　ダンス発表会
４　交流まとめ

最初のミーティングの場面では、恥ずかしさもあり、交流校の生徒と話す様子が見られなかったが、
一緒にダンスをしていく中で、曲や振り付けについてお互いに話し合う場面が見られるようになった。
　お互いに拍手をし合ったり、ハイタッチをしたりといったコミュニケーションをとる姿が見られた。

交流の概要

交流での児童・生徒の感想、様子

交流における活動や取組の工夫

障害者スポーツを取り入れた交流活動の成果
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交流の展開例

○交流校の生徒のダンスを見て、振り付けの
ポイントを確認する。

○隊形は交流校の生徒と相談しながら細かい
動きを確認していく。

○お互いに声を掛け合い、アドバイスができ
るように交流校の生徒と交互に並ぶ。

児童・生徒の活動 教員の支援及び配慮事項

合同練習風景

ダンス発表会

休憩中の一コマ
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